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居宅介護支援 重要事項説明書 

 

事業所の名称 三原の園居宅介護支援事業所 

事 業 所 番 号 居宅介護支援 長崎県 第４２７０１００５４０号 

住 所 長崎市三原１丁目８番３５号 

電 話 番 号 ０９５－８４４－３９００ 

担 当 者 介護支援専門員    

 

1. サービスを提供する地域 

事業の実施地域は 

① 長崎市 ② 長与町 ③ 時津町 

※ 一部地域を除きます 

 

2. 営業時間 

月曜～土曜日 ： 午前９時～午後５時 

日曜・祝祭日および年末、年始（12 月 29 日～１月 3 日）は休ませていただきます 

※ 電話等により２４時間常時連絡が可能な体制となっています 

 

3. 職員体制 

従業員の職種 業務内容 人数 

管理者 事業所の運営及び業務全般の管理 1 名 

主任介護支援専門員 居宅介護支援サービス等に係わる業務 4 名（※管理者含む） 

介護支援専門員 居宅介護支援サービス等に係わる業務 1 名 

 

4. 運営の目的と方針 

要介護状態にある利用者に対し、適切な居宅介護支援サービスを提供する事を目的とします。

その運営に際しては、利用者の居宅を訪問し、要介護者の有する能力や提供を受けている指

定居宅サービス、また、そのおかれている環境等の課題分析を通じて、自立した日常生活を営

む事が出来るように「居宅サービス計画」等の作成及び変更をします。 

また、関係市町村や地域包括支援センター及び地域の保健・医療・福祉サービスと綿密な連

携及び連絡調整を行い、サービス担当者会議等の開催を通じて実施状況の把握に努めます。 
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5. ケアプラン作成の申し込みからサービス提供までの流れ  

相談受付 電話、来所等によりご相談を受け付け致します 

居宅訪問 訪問し、ご本人、ご家族等のご希望等を伺います 

契約 ご本人、ご家族等の了承を得て契約成立となります 

ケアプラン作成 

ご本人、ご家族等の希望を伺い、心身の状況にあった居宅サー

ビス計画を作成します。居宅サービス計画の作成の開始にあたっ

て当該地域における指定居宅サービス事業所等に関するサービ

スの内容、利用料等の情報を適正に契約者又その家族等に対

して提供し、ご本人、ご家族等にサービスの選択を求めます 

サービス提供 
サービス事業者等との調整を行い、居宅サービス計画に基づいた

サービス提供が行われます 

サービスの見直し調整 必要に応じ随時サービスの見直し調整を行います 

再度ケアプラン作成 再度ケアプランの作成を行います 

 

6. 居宅介護支援サービスの実施概要 

① 研修の参加について 

現任研修、資質向上のため必要な研修に計画的に参加 

② 担当者の変更 

担当の介護支援専門員の変更を希望する方は対応可能 

    

7. 利用者自身によるサービスの選択と同意 

① 利用者自身がサービスを選択する事を基本に支援しサービスの内容、利用料等の情報を

適正に利用者または家族に対して提供するものとします。 

※ 別紙２ 参照 

・ 指定居宅介護支援の提供の開始に際し、予め利用者に対して、複数の指定居宅

サービス事業所等を紹介するように求める事が出来ること、利用者は居宅サービス

計画に位置付けた指定居宅サービス事業所等の選定理由の説明を求める事が出

来ます。 

・ 特定の事業者に不当に偏した情報を提供するようなことや、利用者の選択を求める

ことなく同一の事業主体のみによる居宅サービス計画原案を提示することは致しませ

ん。 
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・ 居宅サービス計画等の原案に位置付けた指定居宅サービス等について、指定居宅

サービス等の担当者からなる、サービス担当者会議の招集ややむをえない場合には

照会等により、当該居宅サービス計画等の原案の内容について、専門的な見地か

らの意見を求め、利用者及び当該サービス担当者との合意を図ります。 

② 主治の医師等が、一般に認められている医学的知見に基づき、回復の見込みがないと診

断した場合、「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」に

添った支援を実施いたします。具体的には、利用者またはそのご家族の同意を得た上で、

主治の医師等の助言を得ながら、通常よりも頻回に居宅訪問（モニタリング）をさせてい

ただき、利用者の状態やサービス変更の必要性等の把握を実施します。その際に利用者

の心身の状態を記録し、主治の医師やケアプランに位置付けた居宅サービス事業所へ提

供することで、その時々の状態に即したサービス提供の調整等を行います。 

 

8. 主治の医師及び医療機関等との連絡 

事業者は利用者の主治の医師及び関係医療機関との間において、利用者の疾患に関する情

報について必要に応じ連絡を取らせて頂きます。そのことで利用者の疾患に対する対応を円滑

に行うことを目的とします。この目的を果たすために、以下の対応をお願い致します。 

① 利用者の不測の入院時に備え、担当の居宅介護支援事業者が医療機関に伝わるよう、

入院時に持参する医療保険証またはお薬手帳等に、当事業所名および担当の介護支

援専門員が分かるよう、名刺を張り付ける等の対応をお願い致します。 

② また、入院時には、ご本人またはご家族から、当事業所名および担当介護支援専門員の

名称を伝えて頂きますようお願い致します。  

  

9. 緊急時の対応方法 

事業者はサービス事業者から緊急の連絡があった場合には、予め確認している連絡先及び医

療機関に連絡を行い指示に従います。 

 

10. 他機関との各種会議等 

① 利用者等が参加せず、医療・介護の関係者のみで実施するものについて、「医療・介護

関係事業者における個人情報の適切な取扱のためのガイダンス」及び「医療情報システム

の安全管理に関するガイドライン」等を参考にして、テレビ電話等を活用しての実施を行い

ます。 

② 利用者等が参加して実施するものについて、上記に加えて、利用者等の同意を得た上で、

テレビ電話等を活用して実施します。 
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11. 秘密保持 

① 事業者及び介護支援専門員は、居宅介護支援に際し、業務上知り得た利用者や介護

者（ご家族等）に関する事項を、正当な理由がある場合 及び別に定める「個人情報の

利用目的」に記載している事項を除き 第三者に漏洩しません。 

この守秘義務は契約が終了した後も継続します  また 介護支援専門員は、退職等でそ

の職を離れた後も、同様に秘密を保持する義務を有します。 

② 前項に拘らず事業者は、利用者に医療上、緊急の必要性がある場合には、医療機関等

に利用者に関する心身の状況等の情報を提供できるものとします。 

 

12. 事故対策等 

事故発生時等の対応 

 
        

① 発見者（介護支援専門員等）は現場の状況に対応すると同時に三原の園 居宅介

護支援事業所 職員（以下 事業所職員という）へ状況を正確に報告する 

② 事務所職員は、報告内容と状況調査をもとに事故を把握し、ご家族等に連絡、状況等

を報告、説明を行う 

③ 事務所職員は管理者へ事故の状況、家族への対応等を報告する 

④ 管理者は必要に応じ安全対策委員会の招集、今後の対応等を指示する 

⑤ 安全対策委員会は事故の分析を行い、再発防止策、今後の対応等を検討し管理者へ

報告する 

⑥ 管理者は今後の対応等を決定し、担当の介護支援専門員へ指示する 

⑦ 担当介護支援専門員は必要があれば再度ご家族へ安全対策委員会の内容について説

明をする 

⑧ 安全対策委員会の報告を稲仁会 安全管理委員会に提出する 

 

 

 

管理者 

発見者 事故発生 

三原の園 

居宅介護支援 

事業所 

家族 

稲仁会 

安全対策委員会 

稲仁会 

安全管理委員会 

⑦ 
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13. 苦情・相談について 

当事業所サービス内容については苦情相談窓口を設置し、医療法人 稲仁会として迅速に対

応し、適切な措置を講じます 

 

三原の園 居宅介護支援事業所 

電 話 ０９５－８４４－３９００ 

担 当 山城 遼一 

責任者 宇治原 和子 

※ 当事業所以外に、長崎市介護保険課・長崎県国民健康保険団体連合会にも苦情を

伝えることができます 

長崎市介護保険相談窓口           （０９５）８２９－１１４６ 

長崎県国民健康保険団体連合会     （０９５）８２６－１５９９ 

 

14. 虐待の防止 

当事業所は虐待の発生又はその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講じるよう努

めます。 

① 事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用し

て行う事ができるものとします）を定期的に開催していくとともに、その結果について、介護

支援専門員に周知徹底を図っていきます。 

② 事業所における虐待防止のための指針を整備します。 

③ 介護支援専門員に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施していきます。 

④ 虐待防止の措置を講じるための 担当者 ( 宇治原 和子 )を配置します。 

 

15. 業務継続計画の策定 

当事業所は、感染症や自然災害の発生時において、利用者に対する指定居宅介護支援事

業の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画

を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

また、介護支援専門員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓

練を定期的に実施するよう努めます。定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて

業務継続計画の変更を行います。 

 

16. 感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

当事業所は、感染症が発生した際の予防、またはまん延防止のために、次の各号に掲げる措

置を講じます。 

① 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ

電話装置等を活用して行う事ができるものとする）をおおむね 6 月に 1 回以上開催しま

す。その結果を、介護支援専門員に周知徹底します。 

② 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

③ 介護支援専門員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期

的に実施します。 
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17. 当事業所の概要 

名 称    医療法人  稲仁会  三原の園  居宅介護支援事業所 

代 表 者    理事長  出 口  剛 

 

関連事業  

・ 三原台病院 

・ 介護老人保健施設 三原の園 

・ 指定訪問介護事業所ヘルパーステーション 三原の園 

・ 三原台病院 通所リハビリ 

・ デイサービスセンター 三原の花 

・ 三原台病院 訪問リハビリ 


